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第２回 企画展示  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜場 所＞ 香川県立図書館 「Young Generation コーナー」展示スペース 

 

＜開館日＞ 火曜日～金曜日     ９：００～１９：００ 

      土曜日・日曜日・祝休日 ９：００～１７：００ 

 

＜休館日＞  ９月／１４日（月）・２４日（木）・２８日（月）  

１０月／ ５日（月）・１３日（火）・１９日（月）・２６日（月） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■展示期間■ 平成２１年９月１５日（火）～１１月１日（日） 
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グンと気温がさがってきたこの季節、食品売り場では、何を見てもおいしそ～に感じます。 

お話しのなかに食材が登場しても、思わず生つばゴックン。やきいものふかふかした香り。サンマ

の、あの香ばしくジリジリと油がはじける音までも、耳もとで聞こえてきそうです。 

そんな、食欲を旺盛にさせてくれるおいしそうな本を集めてみました。お召し上がりあれ！ 

 



「Young Generation コーナー」 企画展示より 

「食」に関する本を一部ご紹介します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

『『『『ひとりひとりひとりひとり暮暮暮暮らしのらしのらしのらしの簡単簡単簡単簡単！！！！自炊自炊自炊自炊 BOOKBOOKBOOKBOOK』』』』    〔主婦と生活社〕   「高校を卒業したら、ひとり立ちしたい！」と夢見ている学生も多いはず。でも不安なのは日々の食事のこと。粋がっていても、本当に自炊できるだろうかって。自分以上に親のほうもかなり心配に…。日々の食生活が健康の分かれ道なだけに、食事はあなどれない。 料理本を見てもわからない言葉がいっぱい出てきて、早くも挫折という初心者さんに向けた一冊です。  不安もあるけれど、ひとり暮らしすることで見えてくるものもいっぱいあります。がんばって！ 

『『『『インドインドインドインド・・・・カレーカレーカレーカレー紀行紀行紀行紀行』』』』    辛島昇／著 大村次郷／写真 〔岩波書店〕  カレーはどこの食べもの？って言われたら“インド！”と答える人は多い。じゃあ、カレーは、いつどこでどうやって生まれたの？ カレー粉ってカレーの樹になった実を粉にしたもの？ 身近なものだけど、意外と知られていないヒミツがいっぱいつまっています。 

『『『『あいことばはあいことばはあいことばはあいことばはウウウウ・・・・キキキキ・・・・キキキキ    親子親子親子親子なかよくなかよくなかよくなかよく料理上手料理上手料理上手料理上手になれるになれるになれるになれる本本本本』』』』      田中はづき／著 辻調理師専門学校／監修 〔小学館〕  突然ですが、「ブリのてり焼き」を作るときどうする？まず魚に塩をふると余分な水分がぬけ、くせがおさえられます。じゃぁ、コンニャクの下ごしらえの仕方は？塩をまぶして５分おいてから、熱湯へ。定番メニューでも、ちょっとしたコツで、おいしさもぐんとアップ。料理初心者にも、ベテランさんにも役立つ本です。 
「Young

ヤ ン グ
 Generation

ジ ェ ネ レ ー シ ョ ン
 コーナー」がスタートし、３ヶ月がたちました。現在までの

貸出冊数は約５５００冊。昨年の同時期の約２．２倍の貸し出しがありました。１３歳～

１５歳は約２．１倍、１６歳～１８歳は約１．７倍利用が延びています。 

 遠方にお住まいのため、県立図書館に来館したくてもできない人、あきらめていません

か？ 最寄の公共図書館から「協力貸出制度」を利用し、読みたい本を取り寄せることが

できます。まだ、この制度を知らない友だちには教えてあげよう。 


